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BISTRO(長谷川ら本年会)は, 波長 450µm帯においても科学的解析の段階に歩を進めつつある. SCUBA2と
POL-2による観測系は, 850µmおよび 450µm帯を同時受信できる. 450µmデータも 2016年春から取得できて
いたが, 解析は手つかずであった. そこで, 2017年夏から惑星を用いた較正観測を重ね, 2017年冬までに機械的偏
波 (IP)の仰角および方位角依存性を測定, 較正表を完成させた. さらに IP発生の主要因である, 望遠鏡ドームカ
バーを開けた測定を昨年冬に行い, 偏波率の測定精度は, 整合性と再現性にして大旨 2%以下であると推定した.
大気の可干渉尺度が短く, 透過率も低減する 450µm帯地上観測では, 大気熱輻射を適切に差し引く必要がある.

そこで, 個々のデータの積分時間と足し合わせの重み付けを最適化し, Stokes I強度が強い放射源に準拠して差し
引くなど, 像合成法にも改善を加えた. この結果, Stokes I ∼ a few mJy/14′′ beamで淡く広がった放射 (e.g., 分
子雲の周縁部)に対しても P/∆P >

∼
3 (P =

√

Q2 + U2/I)で議論に耐えうる偏波マップを得られるようになった.
本講演では, 代表的な観測領域 (e.g., Ophiuchus)の偏波マップ, 偏波観測量の相関 (e.g., Stokes I vs.

√

Q2 + U2)
および物理量との比較 (e.g., NISM vs. P )を示し, 新たなデータが星間塵や星形成研究にもたらす知見を展望する.


